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に示す（以降 No.1 〜 No.4 と呼称）。試験体































の周波数は離散的に 25	Hz 毎（帯域幅は 50	
Hz）に変化させている。今回の加振周波数
範囲は、軟性容器側面部の共振周波数は 325	




種類 No.1 No.2 No.3 No.4
増粘剤
ジェランガム
0.1% 0.15% 0.15% 0.15％
カルシウム
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するために、バースト波のインターバル時間















図 5および図 6より内容物種類 No.1 〜
No.4（凝集状態の比較）は 1つの点での比較











































































































































































1 点での比較となったが、No.1 〜 No.3 は凝
集状態が高くなるにつれて振動しにくくなる
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